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４２年間

初期の対価           ４．５億円
毎年の対価（４２年）    １７２．２億円
（４．１億円×４２年）

合計 １７６億７千万円
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神戸市は、H２８年１０月１１日、「最低基準価格 １７６億７千万円」を示して、民間事業者の公募を
開始しました。事業者から対価額と収益に連動する収益連動負担金などの提案を受け、様々な審査項目に
従って審査が行われ、優先交渉者が決定されます。

〒655-0034 神戸市垂水区仲田 3-1-8-202
（垂水支部） 神戸市会議員 川原田弘子事務所
  TEL&FAX 078-709-8998

e-mail；happy@hiroko-club.com
URL；http://www.hiroko-club.com

ご相談は

こちらに

〒650-8570 神戸市中央区加納町 6-5-1
編集・発行 民進こうべ政策議員団
TEL 078-322-5844
FAX 078-322-6161

＋収益連動負担金   ＊提案してもらう

＜最低基準価格＞ (1)運営権対価等の提案額（２５点）
(2)具体的な事業実施方針及び事業計画の適切性

（１００点）
３空港の一体運営に資する方策（３０）、事業計画
（３０）、安全対策等（３０）。任意事業（１０）

(3)事業運営の技術的基礎（４０点）
事業実施体制、事業計画実行能力等

(4)経理的基礎（３５点）

＜審査項目（２００点満点）＞

民間事業者の決め方は？２

収入 合計   ４５１億円 負債 合計     ４６８億円 差額  １７億円

伊丹

運営権

収
入

運営金対価       １８７億円

県補助金         ３２億円

地方交付税       ５０億円

公債基金積立金   ２８億円

航空機燃料譲与税     １４７億円

空港ﾀｰﾐﾅﾙ㈱分配金    ７億円

負
債

市債残高 （元金）     １７０億円

（利子）       ２３億円

新都市会計借入残高 （元金）２６９億円

（利子） ６億円

Ｈ３０年 ４２年間
Ｈ７２年

神戸空港の借金は４２
年間の運用後にどうな
りますか？

最近の金利１．７％を用
いて計算してみると、差額
１７億円となります。
これには、収益連動分の収
入（営業収益の２０億円を
超えた分の＋３％）は含ま
れませんから、更に負債額
は圧縮できると考えられま
す。

民間事業者の様々な創意工夫で神戸
空港が活性化することや、関西の航空
需要の増大に対応した関西３空港の一
体運営の実現によって、神戸経済、関
西経済の発展に貢献できると期待され
ます。

Ｈ３０年 Ｈ７２年

Ｈ２９．９．２６

今後の３空港一体運営について５

３空港一体運営へ！！
新長田に建設予定の

県市合同庁舎起工式

に出席しました。

神戸空港の運営権に
ついて関西エアポー
ト神戸との契約が成
立しました！

「コンセッション」とは？

川原田
かわらだ

弘子
ひろこ

ニュース

運営権
事業者
（民間）

運営権対価 ￥

民進こうべ政策議員団 ひろこだよりＶＯＬ．１３

所有

ＰＦＩ法が２０１１年に
改正され、空港や道路など
の公共施設について、民間
事業者に一定期間運営する
権利を設定し、自治体はそ
の対価を得ることが可能と
なりました。この運営権を
設定することを「コンセッ
ション」と呼びます。神戸
空港のコンセッションで
は、Ｈ３０年からＨ７２年
に至る４２年間の運営権売
却について交渉が進められ
てきました。

関西エアポート神戸と契約締結

オリックス
ヴァンシ・エアポート

関西エアポート

関西エアポート神戸

１７６億７千万円

＋収益連動負担金
（提案による。
その他の事業等も提案）

＜最低基準価格＞

１９１億４千万円

＋毎年、営業収益の２０億円を
超えた部分の３％

２０１７年１１月発行

＋１４．７億円

運営権対価 <提示価格＞

優先交渉権者

関西エアポートの

１００％子会社

コンセッションの優先交渉権者に決定していたオリックス、仏ヴァンシ・エアポートと、両者が出資す
る関西エアポート３者の連合から、運営権対価として神戸市が示した最低基準価格１７６億７千万円を１
４．７億円上回る１９１億４千万円、加えて毎年営業収益の２０億円を超える部分の３％を神戸市に収め
る条件が提示され、神戸市側が承諾しました。更に手続きが進められ、Ｈ２９年９月２６日、神戸市と関
西エアポート神戸（関西エアポートが１００％出資の子会社）は、Ｈ３０年からＨ７２年に至る４２年間
の神戸空港の運営権の売却契約を締結しました。

除幕式で現れたのは合同庁舎の模型！！

神戸空港は、Ｈ３０年４月１日より、関西エアポート神戸（株）によって、運営されることになります。
市民の皆さんから、コンセッション方式によって進められてきた神戸空港の運営権の売却について、また、

今後の神戸空港について、よくご質問をお受けしますので、整理してみました。

優先交渉権者の決定

Ｈ２８年１０月１１日より１１月３０日の間に、応募事業者の参加資格書類の受
付を行い、５社からの提出がありました。その後、１社より辞退届が出され、４社
について審査を行い、参加資格要件を満たしていることを通知、１２月２０日に公
表しました。競争的対話の申し込み期限をＨ２９年２月１３日に設定しましたが、
申し込みは、オリックス、ヴァンシ・エアポート、関西エアポート３社のグループ
のみとなりました。その後、３社と競争的対話を実施し、Ｈ２９年６月３０日、提
案審査の書類が提出されました。有識者からなる選定委員会によって、提案内容の
審査が行われ、Ｈ２９年７月２５日、優先交渉権者として、オリックス、ヴァンシ・
エアポート、関西エアポートの３社によるグループが決定されました。
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